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1. 序 
	 カシュカイ語はイラン・イスラム共和国南部のファルス州を中心に分布

するトルコ系民族の言語である。カシュカイ語の話者は共和国南部のシー

ラーズを中心に、約 50万人が居住し、イランのチュルク系言語ではアゼル
バイジャン語（アゼリ語）に次ぐ話者数を持つ (Johanson & Csató 1998)。
カシュカイ語はチュルク諸語南西グループに所属し、アゼルバイジャン語、

トルコ語、ガガウズ語、トルクメン語と系統的に近い関係にある。イラン

のトルコ系言語であるアゼルバイジャン語もペルシア語からの音韻的、語

彙的、文法的影響を受けているのに対し、カシュカイ語はペルシア語から

さらに著しい影響を受けている。また、アゼルバイジャン語とは異なり定

まった正書法は持たない。また、宗教的にはほとんどがシーア派のイスラ

ム教徒である。カシュカイ族はもともと遊牧民族であり、現在でも昔なが

らの放牧地で移動しながら生活を送る人々もいるが、定住化もかなりすす

んでいる。 
	 本論ではイラン・イスラム共和国南部のカシュカイ民族の中心地シーラ

ーズ出身のカシュカイ族女性（調査当時 22歳）とカシュカイ族男性（調査
当時 51 歳）を母語話者とし、2002 年 8 月にシーラーズ市にて基礎語彙調
査を行った。第一インフォーマントの女性はイランのシーラーズ中心地で

生まれ育った定住したカシュカイ族の大学生であり、調査当時は大学教育

を受けるため首都であるテヘランに居住していた。第一言語はカシュカイ

語であり、第二言語のペルシア語は教育の場で使用する。家庭内および家

庭外で日常的にカシュカイ語を使用する。第二インフォーマントの男性は

イランのシーラーズ近郊の遊牧地で生まれ育ち、少年時代よりシーラーズ

市内で定住している。第一言語はカシュカイ語であり、第二言語のペルシ

ア語は必要に応じて職場で使用する。家庭内および家庭外で日常的にカシ

ュカイ語を使用する。紙幅の制限により、第一インフォーマントである女
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性の全体の語彙資料のみ末尾に付す。本論ではトルコ語やイラン・アゼル

バイジャン語と比較しつつ、調査より得られたカシュカイ語の言語資料の

概要を提示することを目的とする。本論の構成は以下のようになっている。

２章では得られた言語資料より暫定的なカシュカイ語の音素体系を提示し

た後、アゼルバイジャン語の音声的特徴との対照を行う。３章ではカシュ

カイ族の女性の語彙について、カシュカイ語にのみにみられる特徴とアゼ

ルバイジャン語にもみられる共通の特徴について指摘する。さらにカシュ

カイ族の男性の語彙について、カシュカイ族女性と共通する特徴とカシュ

カイ族男性のみにみられる特徴とアゼルバイジャン語のみにみられる特徴

に分けて検討する。４章ではまとめとして、カシュカイ語についての先行

研究と今回の調査資料の関連について検討する。 
 
2. カシュカイ語の音の体系 
2.1. 母音と子音 
	 Householder(1965)が提案したアゼルバイジャン語の音素体系を改訂する
ことにより本論で用いるカシュカイ語の暫定的な音素体系の表記を示す表

を以下に掲げる。なお、ここでは厳密な音素体系の提示を意図するもので

はなく、調査中に得られた代表的な音声に基づく概略的なものである。 
 
母音 
  前舌 後舌 
 
非円唇 

低 ä a 
中 e  
高 i ï 

円唇 中 ö o 
高 ü u 

*本文中の長母音は母音の上のバーで示した	 e.g. aa=ā 
**アクセントは通常最終音節に来るが、例外の時のみアクセント表示を
記した。 
***ペルシア語起源のものは(F)を記した。 
 
子音 （Householder(1965)を改訂） 
 両唇 唇歯 歯 硬口蓋 軟口蓋 軟口蓋垂 
破裂音 p	 b  t	 d k   g q 	  
破擦音   ts    j   
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摩擦音  f  v s  z š   ž kh	 gh      ʁ 
鼻音 	 	 m  	 	

n 
   

接近音   r 	 	 y   
側面接近音   l    
 

 
2.2. アゼルバイジャン語の記述と対応するカシュカイ語の音声的特徴 
	 後述するように、同じイランのチュルク系言語であるアゼルバイジャン

語との関係の近さを指摘する研究者も存在する。ここでは調査資料からア

ゼルバイジャン語の特徴とされる項目に対応する例を抽出することにより、

実際にどの程度の類似点と相違点がみられるかを提示する。Dilaçar (1964)
は次の項目をアゼルバイジャン語の音声的特徴としてあげている。ただし

文字表記の異なりに関する項目や形態素に関するものと考えられる項目は

割愛している。語彙例の番号は資料（徳永他(編)1967の一部を筆者が改訂）
中の番号を表し、右側には対照のためトルコ語(Tr)の例をあげる。なお、
注記がない限り、言語資料は第二インフォーマントであるカシュカイ語男

性のものである。この理由は紙幅の制限上、二人のインフォーマントの語

彙表をすべて提示できず、末尾の資料提示は若い女性である第一インフォ

ーマントに限ったので、全体資料を提示できなかった男性である第二イン

フォーマントの資料をできるだけ提示するためである。また、男性の方が

ペルシア語からのコピーの少ない、より保守的な語彙体系を有している。 
 
母音 
１．開いた eの存在  14.ät 
２．開いた eが独立した音素を成す	 14.ät   vs.   223. at 
３．トルコ語で e,iに対応する音の多くが開いた eに対応する  14.ät   et 
４．トルコ語で iに対応する音が eに対応する  185. bel,  
（カシュカイ語	 女性）  bil    

５．円唇や非円唇の非対応がみられる	 10. dodaq,  
（カシュカイ語	 女性） dudakh  

６．二重母音の代わりに短母音が対応する	 該当なし 
７．短母音の代わりに二重母音が対応する	 94.	 seysen   seksen 
８．単語内の母音調和がほぼ保存されている  48. alma  elma 
９．起源的な長母音ではなく派生的な長母音がある	 25. gūš   kuš 
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子音 
１．語頭の yの脱落    65. ïldïz     yïldïz 
２．語頭の yの添加	 	 	  175. yöl-      öl- 
３．bがｍに対応すること  114. män    ben 
４．kh音の保持	 	 	 	 	  69. akhšam    akšam 
５．語中にみられる子音の連続化	 83.yeddi   yedi 
６．語頭や語中で p,t,k > b,d,g  あるいは	 b,d,g>p,t,kに交替	 55. daš  taš 
７．語頭で狭母音の前で tが歯擦音化する 該当なし	  
８．ロシア語の影響で tsの使用	 該当なし 
９．母音間の kが vに変化する	 該当なし 
１０．語末の kが yや ʋになる	  	  62.  göy    gök 
１１．語中の ğçが hçになる	 該当なし 
１２．語末の ğの実現	 	 	   53  dakh    dā 
１３．さまざまな音位転換の存在	  56.  torpak  toprak 
１４．多くの同化や異化の存在  80.  dōt   	 dört 
 
このように、多くのアゼルバイジャン語の音声特徴はカシュカイ語の音声

特徴と重なる部分がある。上記の「該当なし」の例も調査語彙を広げるこ

とにより、該当する例をみつけることができる可能性は否定できない。 
 

3. 基礎語彙の音声的特徴 
3.1. カシュカイ族女性（22歳）の語彙 
3.1.1. アゼルバイジャン語(Az)との比較において特徴的なこと 
 
カシュカイ語のみにみられる特徴 
(ア) 語中の r 音はほとんどの場合、震え音である。4.borun, 87.yirmi, 101. 

arbatなど。語末の r音も震え音になる場合もある。77. birなど。ペル
シア語の r音の影響によるものと考えられる。 

(イ) 語中の-pr-の音連続は-rp-音位転換を起こす場合がある。44. yarpak,  
(Az) yaprakh,  
56. torpak,  (Az) toprak 

(ウ) 語頭の y-音の脱落に至らないものの弱化がみられる。	 96. yüz,  (Az) 
yüz 

(エ) 語中に生じる-ld-の連続は同化により-ll-となる。166. öller,  (Az) öldür 
(オ) t で終わる単音節の音節末子音が歯茎破擦音になる。14. äts, (Az) et   
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43. ots, (Az) ot  
 
アゼルバイジャン語にも共通してみられる特徴 
(カ) 語頭、語末や語中の無声軟口蓋閉鎖音は摩擦音化する。105. ghïz, kïz	

164. okh-,  oku- 75. vakht, vakit  178. čïkh-, čïk- 
(キ) 語頭の唇音が鼻音化する。97. min , bin  114. män, ben  
(ク) トルコ語では音韻変化してしまった軟口蓋音を保持している。20. yakh,  

yā (正書法 yağ) , 137. sakh,   sā  
(ケ) 語頭の y-音の脱落が時折みられる。65. ïldïz,  yïldïz  66. il,   yïl  
(コ) 語頭の無声閉鎖音が有声化する。25. guš,  kuš  55. daš,   taš  
(サ) 単音節中の r音が脱落し代償延長が生じる。80. dööt,  dört  
(シ) 指示詞の体系には中称を示すものがなく、近称か非近称の二系列であ
る。 

(ス) ペルシア語起源の語がみられるが、イラン・アゼルバイジャン語より
もペルシア語との接触が著しいためペルシア語との二言語併用を行う

場合が多い。 
 
3.2. カシュカイ族男性（51歳）の語彙 
3.2.1. カシュカイ語（女性 22歳）との比較において特徴的なこと 
３－１－１で、アゼルバイジャン語との比較でカシュカイ語のみにみられ

るものとした特徴のうち次の二点はカシュカイ語（男性 51歳）には認めら
れなかった。 
 
(ア) 語中の r 音はほとんどの場合、震え音である。4.borun, 87.yirmi, 101. 

arbatなど。語末の r音も震え音になる場合もある。77. birなど。ペル
シア語の r音の影響によるものと考えられる。 

(オ)	 tで終わる単音節の音節末子音が歯茎破擦音になる。14. äts, (Az) et 
  43. ots, (Az) ot  

 
つまり、男性の語彙では(ア)の震えは特徴的ではなく、(オ)の音節末子音は
14. ät のように閉鎖音になる。一方で、次の三点の特徴は、男性と女性の
カシュカイ語に共通する特徴と認められる。 
 
(イ) 語中の-pr-の音連続は-rp-音位転換を起こす場合がある。44. yarpak, 

(Az) yaprakh, 56. torpak, (Az) toprak  
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音位転換自体はアゼルバイジャン語によくみられるとされるが (cf. 
Caferoğlu & Doerfer 1959:297 )、上記の例はタブリーズのアゼルバイジャン
語ではみられなかった。 
 
(ウ) 語頭の y-音の脱落に至らないものの弱化がみられる。96. yüz, (Az) yüz  
(エ) 語中に生じる-ld-の連続は同化により-ll-となる。166. öller, (Az) öldür 
	 (cf. Caferoğlu & Doerfer 1959:298 ) 

 
アゼルバイジャン語にも共通してみられる特徴 
カシュカイ語（22歳女性）の場合とほぼ同じである。 
 
3.3. アゼルバイジャン語に特徴的な点 
カシュカイ語とアゼルバイジャン語を比較して、アゼルバイジャン語に特

徴的な点は次のようなものになる(例文は栗林(2006)より引用)。いずれも、
今回のカシュカイ語の資料の中にはみられなかった。 
 
(イ) 語末の r音は時々無声化する。22. sigar, 77. bir, 187. varなど。現代トル
コ語では女性の発音によく観察されるが、アゼルバイジャン語で女性

に特有なものかどうかは不明である。 
(ウ) 後続母音が前舌音のとき軟口蓋音の調音点が硬口蓋に移動し破擦音化
する。 
45. jül, (Tr) gül   67. jün, (Tr) gün   167. jīn-, (Tr) giyin-   118. čim, (Tr) 
kim 

 
4. カシュカイ語に関わる先行研究と調査資料の関連 
	 カシュカイ語の音素体系についての体系的な研究は今までなされていな

いし、また研究者の間での共通理解もまだないといえる。この理由は言語

自体の記述が十分になされていないことによる。ここでは、いくつかの入

手できる範囲での研究者による記述の概観をする。 
	 Dilaçar (1964)はカシュカイ語を話す人々の歴史的な移動のエピソードを
交え、Karl Mengesの説であると断りながら次のような見解を示している。 
 
通常、カシュカイ語はイラン・アゼルバイジャン語と結び付けられてき

たが、逆にトルコ共和国のトルコ語に近いという説が K. Mengesから提
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案された。歴史的にカシュカイ民族はモンゴル侵攻の時代に、北方のチ

ュルク語グループから分かれて、ホラサーンやテヘランを通過してファ

ルス地方にやってきた。この方言の大きな特徴はトルクメン語にもみら

れるように長母音を保持している点である。 
 
しかし、Caferoğlu & Doerfer (1959)にはカシュカイ語およびアイナル方言
（カシュカイ語の下位方言）の長母音の問題はまだ明確ではないとの記述

がある。次に本調査と共通する語彙に限って、Dilaçarが示している例と今
回の調査語彙を対照させつつ示す。 
 
カシュカイ語	（括弧内はトルコ語, 語彙番号の次は 50歳男性の調査語彙, 
下線は未調査であることを示す） 
yīl (yïl) 年,  āy (ay) 月,  dīš (diš)歯,   čūkh (čok)たくさん 
66.il         64. ay      5. diš       201.čokh 
 
アイナル方言（カシュカイ語の下位方言） 
bāš (baš)頭,  āt (at)馬,  čōkh (čok)たくさん,  vār (var)存在する 
15. baš     223.at    201. čokh	 	 	 	 	  187. var 
 
またMengesによると長母音は it 「犬」と var 「存在」の 2語のみ残存し
ていると述べているが(cf. Caferoğlu & Doerfer 1959)、今回の資料からは長
母音はもはや用いられていないことがわかった。(36. it) (187.var) これらの
資料からわかるように、長母音を持つとの特徴は現代のカシュカイ語では

すでに失ってしまっているようである。この他に、さまざまな母音や子音

の特徴がみられると述べ、次のような例をあげている。 
 
カシュカイ語 
sowkh (sowuk) 寒い,	 gušlar	 (kušlar)鳥たち,  yūkh(yok)ない, 	 bākh(bak)見る 
198. sōk           	 25. gūš             	  188.yokh        144.gör- 
hana (nereye) どこへ, horda (nerede)どこで 
134. harɛ 

 
語末閉鎖音の摩擦音化や無声閉鎖子音の有声化などの子音の特徴は概ね変

わらないといえる。しかし、これらはカシュカイ語に特有のものではなく、

イラン・アゼルバイジャン語にもみられるものである。 
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アイナル方言 
öv (ev) 家, döveye (deveye)駱駝に, urda (orada) あそこに, sawakh (sowuk) 寒い,  
37. äv,    60. deya            133. worda          198. sōk 
 
örkek (erkek)男,  košuk (kašïk)スプーン,  görde (gördü)見た,  
111. erkek    	  135. ghašïk       	 	  144.gör- 
 
duldur- (doldur) 詰める, 	 sōre (sonra)後で 
_____                   ____ 
 
また、トルクメン語の影響で b-に変化した例として次のものをあげている。 
 
bēr (ver) 与える 
183. ver- 
 
以上の例より、典型的なトルクメン語の影響とされた音韻変化はみられな

い。 
 
オスマン-トルコ語とアゼルバイジャン語とアイナル方言の比較の例とし
て次をあげる。 
 
geč-    keč-     geš-    過ぎる          __________ 
gömlek   köynek   koynek  シャツ          215. köynek 
tuz      duz      dūz	 	  塩              18. dūz 
piš-     biš-     biš-	  調理された      165. bišir- < biš- 
 
Soper(1996)はカシュカイ語の音素体系はとても複雑であると述べているが、
その理由として以下のような点をあげている。 
 
(i) たくさんの種類の（自由）変異音がみられる。 
(ii) 音韻論的に中間的な母音がみられる。 
(iii) 軟口蓋音に後続する原音素 I は音響的には o に類似する。しかし、

そうするとチュルク語一般にみられる語頭以外に生じる oの分布に
関する制約に反することになる。 
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(iv) 母音 ï が音素として消失し、これがカシュカイ語の音韻体系を複雑
にする最大の原因になっている。 

 
ここで注意したいのは(iii)に関する問題で、Soper は yagoš「雨」について
軟口蓋音に後続する oを例にあげているが、今回の調査では男性話者も女
性話者も双方が 61. yaghïš の形であり、音声的にも非円唇母音であった。
また Soper は oghol「息子」の例をあげているが、これも今回の調査では、
104. oghulの形であり、円唇中母音ではなかった。したがって、現在ではチ
ュルク語の一般的制約にカシュカイ語の音素配列が反する点はないといえ

る。また(iv)に関してであるが、最小対語をみつけることはできなかったが、
65.ïldïz星(yïldïz)と 66. il 年(yïl)のように語頭に出現する二つの母音は対立
しているようにみえるが、さらに検討する必要がある。 
	 以上をまとめると、Dilaçar他が論じたような長母音化や語頭の b-音など
の典型的なトルクメン語の音韻特徴はみられない。アゼルバイジャン語と

の共通的な特徴は保持しつつ、アゼルバイジャン語にはみられないカシュ

カイ語特有の語彙や音韻的特徴がみられる。また、Soper(1996)が論じたよ
うなカシュカイ語に特有にみられるとされる音韻的特徴も認められないこ

とがわかった。従来指摘されていない近年における音韻上の変化として、r
音の特徴にみられるようにペルシア語とのいっそう緊密な言語接触の結果、

ペルシア語的な音韻特徴も保持するにいたった。1960 年代および 1970 年
代に議論されたカシュカイ語の音韻的特徴とされたものから重要な点で変

化がみられる。 
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Kashkay Basic Vocabularies 
 

Yuu KURIBAYASHI 
 

Okayama University 
 
Kashkay (Qašqā’ī) is the name of a tribal union who lives in the province of Fars 
in the islamic republic of Iran. The Kashkay speaks South Western Turkic.  In 
order to provide the recent developments or linguistic changes of the lexicon, a 
series of basic vocabularies of a Kashkay variety spoken in Shiraz are investigated 
based on my own field research. 
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資料	 カシュカイ族女性（22歳）の語彙	 （トルコ語との対照） 
 
	 	 	 	 	 	 	 カシュカイ語	 	 	 	 	    トルコ語 
１	 耳	 	 	 	 	 	 qalak        kulak 
２	 髪            tükj                sač 
３	 目            göz~gös                 göz 
４	 鼻            bórun               burun 
５	 歯            diš                 diš 
６	 手            äl                  avuč 
７	 指            bormaq            parmaklar 
８	 足            geč~ qeč            ayak 
９	 皮            dāri                   deri 
１０	 口          dodaq               aïz 
１１	 毛          tükj                     tüy 
１２	 血          qãn                     kan 
１３	 骨          simikj                  kemik 
１４	 肉          äts                      et 
１５	 頭          bɛš                   baš 
１６	 病気        yōrelmiš               hasta 
１７	 薬          dārman (F)               ilač 
１８	 塩          dūz               tuz 
１９	 顎          čange                   čene 
２０	 油          yakh	 	 	 	  	 	 	      yā 
２１	 酒          mašrap (F)               ički 
２２	 タバコ      sigar                    tutun 
２３	 食べ物      yimēle                  yemek 
２４	 卵          yumurta                 yumurta 
２５	 鳥          gūš                     kuš 
２６	 カラス      gharga                 karga 
２７	 刀          qilič                   kïlïč 
２８	 ナイフ      bičā                bučak 
２９	 糸          ip                       iplik 
３０	 着物        rakht	 	 	 	          giyim 
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３１	 紙          kagaz                 kitap 
３２	 ワンピース  rakht, don           elbise 
３３	 物          zot                   bir šey 
３４	 虫          farbiji                böjek 
３５	 魚          bālïq                 balïk 
３６	 犬          it, köpek                 köpek 
３７	 家          ev                    ev 
３８	 建物        ev                   bina 
３９	 金      	   taro (F)                  altïn 
４０	 国民     	  hälk                 halk 
４１	 お金    	   pül                   para 
４２	 木        	 aghaj~aghač              tahta 
４３	 草       	  ots                    ot 
４４	 葉      	   yarpak               yaprak 
４５	 花      	   čiček                    čiček 
４６	 果物     	  mīve                meyva 
４７	 こけもも 	  ?                     liken 
４８	 リンゴ   	  almá                  elma 
４９	 種       	  don                  tohun 
５０	 穀物     	  dāna                  būday 
５１	 道       	  yöl                   yol 
５２	 川       	  čay                 dere 
５３	 山       	  dakh                  daa 
５４	 水      	   su                    su 
５５	 石      	 	 daš                   taš 
５６	 土        	 torpak                toprak 
５７	 火        	 ots                    ateš 
５８	 風        	 yɛl                	   rüzgyar 
５９	 雲        	 bülüt                 bülüt 
６０	 ラクダ    	 dävä                  deve 
６１	 雨        	 yaghïš                   yāmur 
６２	 天        	 göy                  gök 
６３	 日        	 günes                   aydïnlïk 
６４	 月        	 ay                      ay 
６５	 星        	 ïldïz                  yïldïz 
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６６	 年        	 il                       yïl 
６７	 日        	 günes                gün 
６８	 朝        	 sӓhӓr                    sabah 
６９	 夕方      	 pāsil                  akšam 
７０	 夜        	 geče~geje             geje 
７１	 昨日      	 düney                   dün 
７２	 明日      	 sӓhӓr               yarïn 
７３	 今日      	 büen                   bu gün 
７４	 今        	 iŋdi                     šimdi 
７５	 時        	 vakht (F)             zaman, vakit 
７６	 いつ      	 hačan               ne zaman 
７７	 １        	 bir                      bir 
７８	 ２        	 ’ikki’                    iki 
７９	 ３        	 üč                       üč 
８０	 ４       	  dööt                  dört 
８１	 ５        	 beš                   beš 
８２	 ６        	 altï                   altï 
８３	 ７        	 yeddi                 yedi 
８４	 ８        	 sekkiz                sekiz 
８５	 ９        	 dokkuz               dokuz 
８６	 １０      	 on                   on 
８７	 ２０      	 yirmi                yirmi 
８８	 ２１      	 yirmi bir               yirmi bir 
８９	 ３０      	 ottuz                otuz 
９０	 ４０      	 qïrkh                  kïrk 
９１	 ５０      	 älli                 elli 
９２	 ６０      	 altmiš                   altmïs 
９３	 ７０        yetmiš             yetmiš 
９４	 ８０        seysen               seksen 
９５	 ９０        dokhsan                  doksan 
９６	 １００      yüz                     yüz 
９７	 １０００    mɛn                   bin 
９８	 １００００  on mɛn                on bin 
９９	 年齢        yaš                    yaš 
１００	 夫	 	 	 	 äl                      koja 
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１０１	 妻        arbat                karï 
１０２	 父        baba                    baba 
１０３	 母        ana                      anne 
１０４	 息子      oghul, oghlan, ušak（幼児）oul,  ušak（幼児） 
１０５	 娘        ghïz                   kïz 
１０６	 兄        qaqa          	 	  ābey 
１０７	 姉        böyük ghïz               abla 
１０８	 弟        ?                        küčük kardeš 
１０９	 妹        küčük ghïz           	  küčük kïz kardeš 
１１０	 友人      yollaš                arkadaš 
１１１	 男        kiši                   erkek 
１１２	 女        ӓkhtiyor                 bayan 
１１３	 人        ____                  insan 
１１４	 私        män                   ben 
１１５	 あなた    sän                    siz 
１１６	 彼        wo                      o 
１１７	 彼女      wo                      o 
１１８	 誰        kim                   kim 
１１９	 文字      nāme (F)             yazï 
１２０	 名前      ad                     ad 
１２１	 声        sas                   ses 
１２２	 音        sas                    ses 
１２３	 言葉      dil                    dil 
１２４	 心        yürek                   yürek, kalp, can 
１２５	 これ      bu                    bu 
１２６	 それ      wo                     šu 
１２７	 あそこ    wo                 o 
１２８	 どれ      hānesi               hangisi 
１２９	 何        nӓmenӓ             ne 
１３０	 なぜ      niyɛ               niye 
１３１	 ここに    borda                   búrada                       
１３２	 そこに    worda              órada 
１３３	 あそこに  worda              órada 
１３４	 どこ      harɛ                 nére 
１３５	 スプーン  kāšïk               kašïk 
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１３６	 左          čak (F)             sol 
１３７	 右          sakh                   sā 
１３８	 南          aldï               güney 
１３９	 北          ilale            kuzey 
１４０	 中          orda                orta 
１４１	 外          dïšar                	 dïšar 
１４２	 上          akhāre            yukarï 
１４３	 下          ašāge             ašā 
１４４	 見る        gör-               bak-, gör- 
１４５	 開く        esit-              duy- 
１４６	 言う        danïš-               söyle- 
１４７	 歌う        okh-              šarkï söyle- 
１４８	 話す        dānïš-               onuš- 
１４９	 笑う        gül-                 gül- 
１５０	 泣く        aghla-               āla- 
１５１	 怒る        narahat ol-           kïz- 
１５２	 驚く        tājüp et- (F)        šašïr- 
１５３	 打つ        vur-              vur- 
１５４	 押す        bɵs-                bas- 
１５５	 掴む        tut-               tut- 
１５６	 走る        kač-                 koš- 
１５７	 止まる      tur-              dur- 
１５８	 座る        oter-             otur- 
１５９	 寝る        yat-                 yat-, uyu- 
１６０	 食べる      yi-                  ye- 
１６１	 飲む        ič-                 ič-  
１６２	 飛ぶ        uč-                 uč- 
１６３	 切る        kiɛs-             kes- 
１６４	 読む        okh-                   oku- 
１６５	 焼く        bišir-            yak- 
１６６	 殺す        öllür-            öldür- 
１６７	 着る        gey-             giyin- 
１６８	 する        iš gör-           yap- 
１６９	 開く        ač-              ač- 
１７０	 閉める      bāla-              kapa- 
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１７１	 住む          otur-              otur- 
１７２	 数える        say-           say- 
１７３	 生む          dō-~dogh-        dowur- 
１７４	 生まれる      ?                dō-  
１７５	 死ぬ          yöl-            öl- 
１７６	 会う          göriš-             görüš- 
１７７	 置く          qo-              koy- 
１７８	 出る          čïkh-        čïk- 
１７９	 入る          gel-     gir- 
１８０	 来る          gel-      gel- 
１８１	 行く          git-               git-  
１８２	 動く          gez-               hareket et- 
１８３	 与える        ver-              ver- 
１８４	 考える        fekir et- (F)      düšün- 
１８５	 知る          bel-        bil- 
１８６	 できる        bašar-          yapabil- 
１８７	 ある          var-              var- 
１８８	 ない          yokh          yok 
１８９	 大きい        böyik             büyük 
１９０	 小さい        küčik             küčük 
１９１	 力の強い      očak (F)             kuvvetli 
１９２	 弱い          orhanč (F)       kuvvetsiz 
１９３	 長い          uzun            uzun 
１９４	 短い          kïta (F)      	       kïsa 
１９５	 遠い          irak            uzak 
１９６	 近い          yakhïn            yakïn 
１９７	 熱い          essi~ sïjak        sïjak 
１９８	 寒い          sōk             sowuk 
１９９	 新しい        tāze (F)           yeni 
２００	 古い          kōne (F)           eski 
２０１	 多い          čokh            čok    
２０２	 少ない        āz               az 
２０３	 白い          ákh             beyaz 
２０４	 黒い          kara                 kara 
２０５	 赤い          kïrmïzï          kïrmïz 
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２０６	 色            ren (F)             renk 
２０７	 良い          yakhč              iyi 
２０８	 悪い          pis               kötü 
２０９	 厚い          nāzïk (F), koroft (F)  kalïn 
２１０	 同じ          birbirayin            aynï 
２１１	 はい          haye                evet 
２１２	 いいえ        yō              yok, hayïr 
２１３	 去勢馬        ats               at 
２１４	 小麦粉        kokay?           un 
２１５	 シャツ        köčnek, kökhinek    gömlek 
２１６	 体            bädan             beden 
２１７	 マットレス    rakhthat (F)        yatak 
２１８	 援助          kömee git-        yardïm 
２１９	 全部          bāle                 hepsi 
２２０	 いくつ        na gazde             kač tane 
２２１	 山羊          géči              keči 
２２２	 牛            segher            inek 
２２３	 馬	           ats               at 
   
 


